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ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
く
ら
し
の
こ
と
、
子

ど
も
の
こ
と
、
貸
付
金
の
こ
と
、
就

職
の
こ
と
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

７
月
22
日
㈭
10
時
〜
15
時

　
　
　
　

※
毎
月
第
４
木
曜
日　

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎
相
談
室

　

ひ
ざ
に
抱
っ
こ
し
た
り
、
夜
寝
る

前
に
読
ん
で
あ
げ
た
り
と
、
絵
本
を

一
緒
に
読
む
時
間
は
親
子
に
と
っ

て
、
大
切
な
ひ
と
と
き
で
す
。
絵
本

は
言
葉
の
発
達
を
促
し
た
り
、
情
緒

を
豊
か
に
育
み
ま
す
。
ま
た
、
頭
の

中
で
目
の
前
に
な
い
も
の
を
思
い
浮

か
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
創
造
す
る
こ

と
を
学
び
ま
す
。
子
ど
も
が
気
に

入
っ
た
本
は
何
回
で
も
読
ん
で
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

問
七
尾
児
童
相
談
所

　

☎
０
７
６
７-

53-

０
８
１
１

　

志
賀
町
子
育
て
支
援
課

　

☎
32-

９
１
２
２

　
IP  

８-

32-

９
１
２
２

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

母
子
自
立
支
援
相
談

志
賀
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
だ
よ
り

〜
絵
本
タ
イ
ム
を
持
ち
ま
し
ょ
う
〜

◆
日
時　

７
月
14
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎
相
談
室

問
健
康
福
祉
課　

☎
32-

９
１
３
１

　

IP  

８-

32-

９
１
３
１

◆
日
時　

７
月
12
日
㈪

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
16
時

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎
相
談
室

◆
相
談
弁
護
士　
國
田
武
ニ
郎
弁
護
士

　
　
（
堀
松
出
身
・
名
古
屋
市
在
住
）

◆
相
談
時
間　

１
人
30
分（
要
予
約
）

◆
募
集
定
員　

９
人
（
予
定
）
初
め

て
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
と
し
ま

す
。

※
申
込
用
紙
は
本
庁
住
民
課
と
富
来

支
所
総
合
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
住
民
課　

☎
32-

９
１
２
１

　

IP 

８-

32-

９
１
２
１

障
害
者
福
祉
総
合
相
談
に
つ
い
て

無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す

聴
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
へ

◆
日
時　

７
月
21
日
㈬

　
　
　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

問
商
工
観
光
課　

☎
32-

９
３
４
１

　

IP  

８-

32-

９
３
４
１

◆
日
時　

毎
週
木
曜
日　
（
祝
・
祭

日
は
除
く
）　

13
時
30
分
〜
16
時

◆
場
所　

七
尾
駅
前
パ
ト
リ
ア

　
　
　
　

５
階
フ
ォ
ー
ラ
ム
七
尾

◆
相
談
料　

30
分
以
内
５
千
円

※
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合

は
相
談
無
料
で
す
。

　

①
ク
レ
サ
ラ
相
談

　

②
負
担
が
困
難
な
人
で
法
律
扶
助

資
力
基
準
に
該
当
す
る
人

※
相
談
希
望
者
は
相
談
日
前
日
の
17

時
ま
で
に
金
沢
弁
護
士
会
（
☎

０
７
６‒

２
２
１‒

０
２
４
２
）
へ
電
話

予
約
し
て
く
だ
さ
い（
先
着
５
人
）。

・固定資産税第２期
・国民健康保険税１期
・後期高齢者保険料第４期
・介護保険１期の納期限は
　８月２日（月）です。

手
話
通
訳
者
の
設
置
日
の
お
知
ら
せ

　

皆
さ
ん
の
ご
相
談
、
行
政
手
続
き

な
ど
に
対
応
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

設
置
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
健
康
福
祉
課
窓
口

※
第
１
・
第
２
・
第
３
・
第
４(

火
曜
日)

 

10
時
〜
正
午
（
７
／
６
・
13
・
20
・
27
）

※
第
１
・
第
２(

木
曜
日)

　

10
時
〜
正
午（
７
／
1
･
8
）

※
第
３
・
第
４(

木
曜
日)

　

14
時
〜
16
時（
７
／
15
･
22
）

　

総
合
相
談
所
を
町
内
２
カ
所
で
開

設
し
ま
す
。
ど
ち
ら
の
地
域
で
も
相

談
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
相
談
員　

行
政
相
談
員
、
人
権
擁

護
委
員
、
民
生
・
児
童
委
員
、
司
法

書
士
、法
務
局
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

〈
志
賀
地
域
〉

◆
日
時　

７
月
９
日
㈮
10
時
〜
15
時

◆
場
所　

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
２
階

問
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
志
賀
支
所

　
　

☎
32-

１
３
６
３

　

〈
富
来
地
域
〉

◆
日
時　

７
月
12
日
㈪
10
時
〜
15
時

◆
場
所　

富
来
行
政
セ
ン
タ
ー
２
階

問
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
42-

２
５
４
５

総
合
相
談(

無
料)

県
立
高
浜
高
校　
同
窓
会

定
期
総
会
を
行
い
ま
す

県
立
富
来
高
校　
同
窓
会

定
期
総
会
を
行
い
ま
す

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
認
定
試
験

◆
日　

時　

７
月
4
日
㈰　

15
時

◆
場　

所　

能
登
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

※
総
会
後
は
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。

問
石
川
県
立
高
浜
高
等
学
校

　

同
窓
会
係　

☎
32-

１
１
６
６

◆
日　

時　

７
月
30
日
㈮　

18
時

◆
場　

所　

渤
海

※
総
会
後
は
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。

　
（
会
費
は
３
，
０
０
０
円
）

※
参
加
す
る
人
は
事
前
に
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
７
月
16
日
㈮
ま
で
）

問
石
川
県
立
富
来
高
等
学
校

　

☎
42-

０
０
３
４

◆
日
時　

10
月
31
日
㈰　

13
時
30
分

◆
場
所　

石
川
県
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー

◆
申
込
期
間　

８
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮

問
上
下
水
道
課　

☎
32-

９
２
５
１

　

IP  

８-

32-

９
２
５
１

問
子
育
て
支
援
課 

　

☎
32-

９
１
２
２

　

IP 

８-

32-

９
１
２
２　

◆
富
来
支
所
総
合
窓
口

※
第
１
・
第
３(

水
曜
日)

　

14
時
〜
16
時（
７
／
7
・
21
）
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Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
志
賀
町

児
童
作
品
を
大
募
集

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級

講
習
会
を
行
い
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会

登
録
ヘ
ル
パ
ー
募
集

◆
対　

象　

町
内
小
学
校
１
年
生
〜

６
年
生

◆
募
集
作
品　

絵
画
（
風
景
、
く
だ

も
の
、
人
物
）
な
ど
テ
ー
マ
は
自

由
で
す
。

◆
開
催
期
間　

10
月
20
日
〜
27
日

◆
応
募
締
切　

９
月
20
日

◆
応
募
方
法　

各
小
学
校
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
22-

７
５
７
６　

担
当　

笹
原

◆
対　

象　

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び

寡
婦
、
全
日
程
受
講
す
る
こ
と
が

可
能
な
人

◆
技
能
習
得
基
準　

ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
２
級
技
能
習
得
レ
ベ
ル

　

あ
な
た
の
空
い
た
時
間
を
活
か

し
て
、
一
緒
に
働
い
て
み
ま
せ
ん

か
！

◆
募
集
人
員　

子
育
て
中
の
人
や

専
業
主
婦
の
人
な
ど

◆
応
募
資
格　

介
護
福
祉
士
か
ヘ

ル
パ
ー
２
級
の
資
格
が
あ
る
人

◆
活
動
区
域　

志
賀
地
域

※
興
味
・
関
心
の
あ
る
人
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
42-

２
５
４
５

◆
種　

目　

①
一
般
曹
候
補
生
、

　

②
自
衛
官
候
補
生
、
③
航
空
学
生

◆
資　

格　

①
、
②
は
18
歳
〜
27
歳

未
満
の
男
女
、
③
は
高
卒
（
見
込

み
含
む
）
〜
21
歳
未
満
の
男
女

※
年
齢
は
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在

◆
期　

間　

８
月
１
日
〜
９
月
10
日

問
自
衛
隊
石
川
地
方
協
力
本
部

　

七
尾
出
張
所

　

☎
０
７
６
７-

53-

１
６
９
１

　日　　時　　７月４日（日）（小雨決行）
　開　会　式　　８時３０分
　競技開始　　９時
　場　　所　　志賀町立富来小学校　相撲場

　昭和53年から開催されていて、今年で32回
目を迎える伝統ある相撲大会です。
　会場は富来小学校相撲場です。
　みなさんのご声援をよろしくお願いします。
※当日の会場周辺は駐車場が少なく混雑します
ので注意してください。

志賀町子ども会育成委員連絡協議会志賀町子ども会育成委員連絡協議会

《シルバー人材センターで働いてみませんか‼》

　町内に住むおおむね60歳以上の、常用就職すること
は望まないが、「自らの能力や経験を生かして働く機会
を得たい」という人なら誰でも会員になれます。入会は
随時受け付けていますが、奇数月の第３水曜日に入会
に係る説明会を開催しますので、参加を希望する人は、
事前に富来事務所か志賀事務所まで連絡してください。

ー　今月の入会説明会　ー
【開催日時】　７月２１日(水)　１４時～

◆事務所業務時間　　月曜日～金曜日
　　　　　　８時30分～ 17時15分

◆お申し込み・お問い合せ

　社団法人 志賀町シルバー人材センター 
　富来事務所（富来支所２階）　　☎ 42-2170　 FAX  42-2180
　志賀事務所（文化ホール１階）　☎ 32-9911　 FAX  32-9912

第 32回志賀町子ども会相撲大会第 32回志賀町子ども会相撲大会
が開催されます。が開催されます。

みんなで子どもたちの応援に行こうみんなで子どもたちの応援に行こう!!!!

自
衛
官
な
ど
を
募
集
し
て

い
ま
す

パ
パ
子
育
て
講
座

　
　

開
催
団
体
を
募
集

◆
目　

的　

企
業
に
お
け
る
『
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生

活
の
調
和
）』
の
推
進

◆
対　

象　

男
性
社
員
を
対
象
と
し

た
子
育
て
講
座
の
開
催
を
希
望
す

る
企
業
や
各
団
体

◆
参
加
者　

子
育
て
中
や
こ
れ
か
ら

親
に
な
る
男
性
社
員
が
対
象
で
す

が
、
女
性
も
参
加
可
能

◆
参
加
人
数　

10
人
〜
50
人
程
度
／

１
回

◆
開
催
場
所　

会
議
室
や
休
憩
室
な

ど
を
申
込
者
で
確
保

◆
開
催
日
時　

希
望
の
日
時
で
講
師

と
日
程
調
整
（
平
日
・
土
日
・
祝

日
・
昼
夜
い
ず
れ
も
可
）

◆
費　

用　

無
料
（
た
だ
し
、
会
場

使
用
料
が
発
生
す
る
場
合
は
、
申

込
者
負
担
）

◆
応
募
数　

10
団
体
（
先
着
順
）

◆
申
込
先　

石
川
県
健
康
福
祉
部　

少
子
化
対
策
監
室　

次
世
代
グ

ル
ー
プ　

担
当　

高
山

☎
０
７
６-

２
２
５-

１
４
４
７

FAX

０
７
６-

２
２
５-

１
４
２
３

http://w
w
w
.i-oyacom

i.net/
w
ld/

◆
応
募
締
切　

平
成
23
年
３
月
15
日

（
た
だ
し
、
応
募
数
に
達
し
次
第

締
切
）

◆
定　

員　

10
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

◆
期　

間　

８
月
１
日
㈰
〜
11
月

28
日
㈰

◆
時　

間　

９
時
30
分
〜
16
時
30

分
計
１
３
０
時
間
相
当　

通
学

講
習
10
回
・
実
習
４
回
・
自
宅

学
習
（
レ
ポ
ー
ト
提
出
）

◆
会　

場　

ポ
ー
ト
サ
イ
ド
七
尾

（
ニ
チ
イ
学
館
）

◆
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
教

材
費
一
部
負
担
あ
り
）

◆
申
込
締
切　

７
月
21
日
㈬
必
着

問
石
川
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

〒
９
２
０-

０
８
６
１

　

金
沢
市
三
社
町
１
番
44
号

　

☎
０
７
６-

２
６
４-

０
５
０
３

シルバー人材センターからのお知らせシルバー人材センターからのお知らせ
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エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

て
ん
と
市

◆
日
時　

７
月
27
日
㈫　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
13
時

◆
場
所　

道
の
駅
「
旬
菜
館
」
前

※
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問
農
林
水
産
課　

☎
32-

９
２
２
１

　

IP

８-

32-

９
２
２
１

花
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

フ
ロ
ー
リ
ィ
の
イ
ベ
ン
ト

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

寄
付
の
お
知
ら
せ

◇
代
田
の
辻　

勢
津
子
様
か
ら
、
亡

夫
武
美
様
の
供
養
と
し
て
社
会
福

祉
向
上
に
10
万
円

◇
町
の
谷
内
昭
作
様
か
ら
、
亡
母
シ

ケ
様
の
供
養
と
し
て
社
会
福
祉
向

上
に
10
万
円

◇
町
内
匿
名
の
女
性
か
ら
、
社
会
福

祉
向
上
に
５
万
２
千
60
円

◇
匿
名
の
方
（
４
名
様
）
か
ら
、
社

会
福
祉
向
上
に
計
２
万
７
千
円

７
月
の
窓
口
延
長
業
務
の

お
知
ら
せ

富
来
高
校
開
放
講
座

羽
咋
郡
市
パ
ソ
コ
ン
要
約

筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

基
礎
課
程
受
講
生
募
集

町
長
談
話
室
の
日
程

◆
内
容　
「
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
」

と
は
、
講
演
や
会
話
の
内
容
な
ど

を
要
約
し
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
に
入

力
し
て
、
聴
覚
障
害
者
の
人
た
ち

に
伝
え
る
方
法
で
す
。

◆
日
時　

７
月
24
日
〜
10
月
16
日

毎
週
土
曜
日　

９
時
30
分
〜
12
時
30
分

◆
場
所　

羽
咋
公
民
館　

視
聴
覚
室

◆
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◆
申
込
締
切　

７
月
20
日
ま
で

問
健
康
福
祉
課　

高
齢
者
障
害
担
当

　

☎
32-

９
１
３
１

　

IP

32-

９
１
３
１

◆
日
時　

７
月
７
日
㈬
・
21
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

役
場　

本
庁
舎
１
階

◆
日
時　

７
月
14
日
㈬
・
28
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

富
来
支
所

※
開
始
時
刻
お
よ
び
終
了
時
刻
は
都

合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
総
務
課　

☎
32-

１
１
１
１

　

IP 

８-

32-

１
１
１
１

◆
内
容　

料
理
を
と
お
し
て
、
ご
み

を
出
さ
な
い
工
夫
や
出
た
ご
み
の

分
別
の
仕
方
を
学
ぶ

◆
日　

時　

７
月
18
日
㈰
９
時
〜

◆
場　

所　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

◆
定　

員　

15
人

◆
参
加
費　

１
，
０
０
０
円

◆
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
箸

◆
講　

師　

室
谷
加
代
子
氏

◆
申
し
込
み　

７
月
５
日
〜
15
日

問
ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い

　

☎
27-

１
１
５
３　

　

FAX

27-

１
１
５
４

住
民
票
・
戸
籍
謄
抄
本
・
印
鑑
証
明

な
ど
の
発
行
業
務

７
月
３
日
㈯
・
10
日
㈯
・
17
日
㈯
・

24
日
㈯
・
31
日
㈯　

９
時
〜
12
時
30
分

(

注
意)

●
窓
口
延
長
業
務
は
志
賀
町
役
場
本

庁
舎
、
住
民
課
窓
口
で
の
取
り
扱
い

と
な
り
ま
す
。
諸
証
明
発
行
業
務
で

一
部
取
扱
い
で
き
な
い
業
務
も
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
な
ど
で
確

認
の
上
、窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課　

☎
32-

９
１
２
１

　

IP 

８-

32-

９
１
２
１

☆
創
作
フ
ラ
ワ
ー
教
室 

―
ア
ザ
ミ
作
り
―

７
月
11
日
㈰　

13
時
30
分
〜

参
加
費　

３
，
０
０
０
円

講
師　

中
村
み
ち
子
氏

※
予
約
受
付
締
切　

７
月
９
日
㈮

☆
押
し
花
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

７
月
24
日
㈯　

14
時
〜

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

講
師　

フ
ロ
ー
リ
ィ
ス
タ
ッ
フ

※
予
約
受
付
締
切　

７
月
17
日
㈯

☆
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
の
テ
ラ
コ
ッ
タ
作
り

７
月
27
日
㈫　

14
時
〜

参
加
費　

１
，
０
０
０
円　

定
員
10
人

講
師　

フ
ロ
ー
リ
ィ
ス
タ
ッ
フ　

※
予
約
受
付
締
切　

７
月
13
日
㈫

☆
夏
休
み
ク
ワ
ガ
タ
観
察
会

７
月
31
日
㈯　

10
時
30
分
〜

参
加
費　

無
料　

定
員
20
人

（
対
象　

１
家
族
小
学
生
１
人
ま
で
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

☆
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ク
ラ
フ
ト 

―
森
の
教
室
―

７
月
31
日
㈯　

13
時
30
分
〜

参
加
費　

５
０
０
円　

定
員
15
人

講
師　

フ
ロ
ー
リ
ィ
ス
タ
ッ
フ

※
予
約
受
付
締
切　

７
月
17
日
㈯

☆
北
陸
中
日
新
聞
主
催

「
ア
リ
ス
館
志
賀
＆
花
の
ミ
ュ
ー
ジ

毎
年
７
月
は

社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
で
す
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。

　

本
運
動
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ

は
、
金
沢
の
保
護
観
察
所
ま
で
。

　
　
　
　
　
　

主
唱　

法
務
省

◆
内
容　

夏
の
伝
統
料
理
に
挑
戦
し
よ
う

◆
日
時　

７
月
31
日
㈯
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
（
半
日
）

◆
場
所　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

◆
講
師　

室
谷
加
代
子
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
（
郷
土
料
理
家
）

◆
費
用　

一
般
１
，
０
０
０
円
、
中

高
生
５
０
０
円
、
小
学
生
３
０
０
円

◆
申
込
締
切　

７
月
23
日
㈮

◆
受
講
者　

県
内
の
人
は
ど
な
た
で
も
。

　
　
　
　
　

20
人
程
度

問
石
川
県
立
富
来
高
等
学
校
事
務
室

　

〒
９
２
５-

０
４
４
７

　

志
賀
町
富
来
領
家
町
ハ
の
１　
　

　

☎
42-

０
０
３
４　

　

FAX　

42-

０
９
０
４

ア
ム 

フ
ロ
ー
リ
ィ
と
北
陸
中
日
モ

デ
ル
撮
影
会
」

　

７
月
31
日
㈯　

10
時
30
分
〜

※
予
告
な
し
で
内
容
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
花
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

フ
ロ
ー
リ
ィ

　

☎
０
７
６
７-

32-

８
７
８
７
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放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
一
科
目

か
ら
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
人
が

学
ん
で
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

・
募
集
期
間　

８
月
31
日
ま
で

・
お
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
石
川
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
６
―
２
４
６
―
４
０
２
９

《
大
学
説
明
会
の
お
知
ら
せ
》

　

初
め
て
入
学
す
る
人
に
は
、
次
の
と
お

り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
都
合
の
よ
い

日
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

７
月
17
日
㈯　

７
月
18
日
㈰

　

８
月
７
日
㈯　

８
月
８
日
㈰

　

８
月
21
日
㈯　

８
月
22
日
㈰

　

時
間　

10
時
30
分
〜
12
時

　
（
会
場
は
い
ず
れ
も
石
川
学
習
セ
ン
タ
ー
）

　

石
川
県
健
民
運
動
推
進
本
部
で
は
地
域

に
お
け
る
桜
の
名
所
づ
く
り
と
桜
の
美
し

い
石
川
県
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
桜
の
苗
木

を
無
料
配
布
し
ま
す
。

【
配
布
対
象
】

　

地
域
団
体
、
各
種
団
体
、
学
校
、
公
民

館
、
公
的
施
設
な
ど
の
ほ
か
３
人
以
上
の

一
般
県
民
の
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
企
業

【
配
布
条
件
】

　

お
お
む
ね
10
本
以
上
植
え
ら
れ
る
敷
地

が
あ
る
こ
と

【
植
樹
場
所
】

　

多
く
の
人
の
目
に
触
れ
、
桜
を
と
お
し

て
地
域
に
潤
い
を
与
え
る
場
所

【
配
布
時
期
】　

11
月
中
（
予
定
）

【
配
布
苗
木
】（
品
種
８
種
類
）

　

樹
高　

1.2
ｍ
〜
1.5
ｍ

　

幹
径　

１
cm

　

樹
種　

小
松
乙
女
、
思
川
、
神
代
曙
、

　
　
　
　

一
葉
、
大
漁
桜
、
関
山
、
紅
華
、

　
　
　
　

花
笠

【
申
込
方
法
】

　

申
込
用
紙
は
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
富
来
支
所
に
あ
り
ま
す
。

【
申
込
期
限
】

　

申
込
書
を
記
入
の
上
、
７
月
23
日
㈮
ま

で
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
☎
32-

２
９
７
０

※
申
込
時
に
植
栽
計
画
図
、
植
栽
後
に
報

告
書
、
写
真
が
必
要
で
す
。

○
日　

時　

７
月
21
日
（
水
）　

19
時
〜

○
会　

場　

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル小

ホ
ー
ル

○
講　

師　

㈲
ア
ー
バ
ン
京
葉
研
究
所

　
　

代
表
取
締
役　

栗
田　

和
夫　
氏

○
演　

題　
「
ま
ち
づ
く
り
も

　
　
　
　
　
　
　

男
女
共
同
参
画
か
ら
」

○
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

日
本
都
市
計
画
学
会
会
員
、
千
葉
市
ま

ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
日
本
環
境
共

生
学
会
会
員
な
ど
数
多
く
の
ま
ち
づ
く
り

関
係
で
活
躍
。
昨
年
９
月
、
千
葉
市
教
育

委
員
会
表
彰
で
社
会
教
育
功
労
表
彰
を
受

賞
。
理
工
学
を
専
門
と
し
な
が
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
関
連
事
業
に
携
わ

り
、
現
在
は
ま
ち
づ
く
り
ち
ば
市
民
の
会

代
表
常
任
理
事
な
ど
の
役
員
を
務
め
る
傍

ら
、
ま
ち
づ
く
り
公
開
講
座
で
活
躍
中
。

　

数
多
く
の
委
員
会
に
お
け
る
委
員
構
成

を
、
か
つ
て
の
男
性
社
会
か
ら
女
性
の
視

点
に
注
目
、
女
性
委
員
を
積
極
的
に
登
用

す
る
な
ど
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
て

の
ま
ち
づ
く
り
、
住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

　６月12日（土）13日（日）の両日にわたり町文化協会会員による「初夏の文化祭」が文
化ホールで行われました。展示は12日、13日の2日間、盆栽・生花・書道・水墨画・
短歌・俳句・川柳・絵画・星の会・読書会・写真・陶芸の展示が行われ、お茶会では
抹茶・煎茶が振る舞われました。13日は芸能アトラクションが行われ、大正琴・合唱・
民謡・曳山木遣唄・詩吟・よさこい・踊り・志賀疾風太鼓・琴の順で日頃の成果を発
表し、観客の皆様から暖かい拍手が送られました。

放
送
大
学　

10
月
生　

募
集

　

桜
の
苗
木
を
配
布

　

健
民
桜
の
名
所
づ
く
り
運
動

　

男
女
共
同
参
画
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
（
入
場
無
料
）

アトラクション風景 お　茶　会

展　示　風　景
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鹿
も
来
て
傷
癒
し
た
る
山
の
湯
に
母
娘
で
浸
か
る

今
宵
た
の
し
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
崎
て
い
子

テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
に
十
羽
の
鳥
が
遊
び
い
る

初
夏
の
日
射
し
の
海
は
凪
ぎ
い
て　
　
　
　

芳
野　

法
子

弟お
と
う
と等
の
訪
ね
て
来
た
り
し
週
末
は
山
菜
づ
く
し
の

夕
餉
賑
は
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
永
い
み
子

非
報
聞
く
か
つ
て
の
部
下
な
り
生
き
た
し
と

忘
れ
る
こ
と
な
き
病
床
の
笑
み　
　
　
　
　

田
端　

正
敏

初
孫
と
二
人
で
行
っ
た
野
草
園
思
い
で
巡
る
我
人
生
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

崎
田
ゆ
た
か

白
多
き
三
毛
の
雄
猫
ま
る
ま
る
と
友
の
膝
に
て

目
を
細
め
い
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

久
枝

ま
ろ
き
黒
毛
生
命
の
期と

き限
の
わ
ず
か
な
る

理こ
と
わ
りし
ら
ず
柵
よ
ろ
こ
び
い
で
る　
　
　
　

  

芳
野　

典
子

霧
深
き
飛
弾
路
を
ゆ
け
ば
満
開
の
桜
の
中
に

残
雪
の
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
井
外
志
子

緑
な
す
黒
髪
今
は
白
髪
に　
　
　
　
　
　
　

芝
山　

照
子

山
々
も
緑
鮮
や
か
目
の
薬　
　
　
　
　
　
　

川
上　

富
子

田
の
緑
秋
に
は
実
る
黄
金
色　
　
　
　
　
　

林　

ち
よ
子

緑
映
え
生
き
づ
く
木
々
に
気
を
貰
う　
　
　

岩
井
マ
サ
子

新
緑
に
マ
ツ
茶
の
香
り
馥
郁
と　
　
　
　
　

平
島　
　

凡

ど
う
な
る
の
緑
が
狂
う
荒
れ
畑　
　
　
　
　

池
田　

洋
子

絵
手
紙
の
余
白
に
そ
っ
と
緑
添
え　
　
　
　

平
泉　

洋
子

眺
め
れ
ば
緑
景
色
に
眼
に
効
果　
　
　
　
　

長
田
千
枝
子

万
物
性
出
番
待
っ
て
た
緑
冴
え　
　
　
　
　

小
松　

康
子

ゴ
ー
ヤ
植
え
緑
の
カ
ー
テ
ン
エ
コ
気
分　
　

古
森　
　

勝

電
線
に
つ
ば
め
２
羽
し
て
長
話　
　
　
　
　

関
口
ト
ミ
コ

爽
や
か
に
ツ
バ
メ
さ
え
ず
り
春
が
来
た　
　

坂
下
二
三
子

春
浅
い
待
つ
は
ツ
バ
メ
の
里
帰
り　
　
　
　

遠
藤
美
朝
子

老
い
二
人
ツ
バ
メ
六
匹
家
族
増
え　
　
　
　

西
尾　

善
春

燕
尾
服
晴
れ
て
叙
勲
の
風
に
会
い　
　
　
　

坂
野
か
ほ
る

一
言
が
ツ
バ
メ
返
し
で
十
言
来
る　
　
　
　

小
松　

彰
一

身
の
丈
で
飾
る
気
持
ち
の
嬉
し
い
日　
　
　

石
田　

雪
路

飾
り
び
な
今
年
も
眺
め
子
を
偲
ぶ　
　
　
　

須
曽　

正
子

私
の
部
屋
趣
味
を
飾
っ
て
癒
さ
れ
る　
　
　

前
田　

志
津

つ
ば
め
来
て
愛
車
も
し
ば
し
ホ
ー
ム
レ
ス　

村
中　

光
彦

食
卓
を
飾
る
一
輪
庭
の
花　
　
　
　
　
　
　

山
本　

静
香

新
緑
に
や
さ
し
い
藤
の
花
飾
り　
　
　
　
　

吉
村
と
し
子

飾
り
気
を
捨
て
て
素
直
な
老
夫
婦　
　
　
　

木
村　

貞
涼

《 

詩う
た

の
ひ
ろ
ま
り 

夏
の
増
刊 

》

さ
庭
辺
の
て
っ
せ
ん
濡
れ
て
む
ら
さ
き
を
い
よ
い
よ

増
し
ゆ
く
し
づ
か
な
る
雨　
　
　
　
　
　
　

安
中
加
奈
子

五
月
雨
の
伊
勢
の
二
見
の
夫
婦
岩
夫
と
詣
で
き
六
十
路
に

入
り
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
瑞
千
代
子

い
つ
迄
も
寒
き
に
哀
れ
夏
野
菜
下
が
り
し
小
さ
き

胡
瓜
に
笑
み
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　
　
　

操

耳
遠
き
夫
を
気
づ
か
い
降
り
出
だ
す
小
雨
の
音
は

言
わ
ず
に
お
き
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
野　

美
咲

玉
子
焼
き
の
匂
い
染
み
込
む
母
と
な
り
学
び
の
道

行
く
娘
見
送
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
谷
美
津
子

現う
つ
し
み身
の
移
り
虚う
つ

ろ
う
空う
み
せ
み蝉
の
憂
き
世
の
海
に
浮
き

沈
み
お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
田　
　

豊

咲
き
誇
る
庭
の
つ
つ
じ
も
一
夜
さ
の
雨
に
ひ
し
が
れ

見
る
影
も
な
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
後　

一
子

ほ
の
温ぬ

く

き
季
節
な
り
し
が
降
り
立
て
る
越
後
湯
沢
は

ま
だ
肌
寒
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
島　

信
子

エ
ン
ジ
ン
の
音
一
斉
に
う
な
り
上
げ
朝
露
宿
る

草
を
刈
り
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
本　

與
彦

消
防
隊
女
盛
り
で
威
勢
良
し　
　
　
　
　
　

西
尾　

海
春

盛
り
す
ぎ
頭
の
体
操
ボ
ケ
防
止　
　
　
　
　

高
島　

和
子

居
間
の
窓
開
け
れ
ば
ア
ヤ
メ
花
盛
り　
　
　

平
川
ふ
じ
子

食
べ
盛
り
ド
ン
ブ
リ
二
杯
で
ま
だ
不
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
や
み
ち
さ
か
し　

減
ら
ず
口
５
歳
に
し
て
は
伸
び
盛
り　
　
　

中
畑　

良
則

聞
き
上
手
話
上
手
や
新
茶
の
香　
　
　
　
　

冨
地　

重
内

渓た
に
み
ず水
に
映
す
木
影
や
糸
蜻
蛉　
　
　
　
　
　

下
野　

久
雄

い
き
つ
け
の
店
の
一
声
飛と
び
を魚
買
ふ　
　
　
　

川
田
ま
さ
を

米
寿
な
る
顎
ま
で
沈
め
菖
蒲
の
湯　
　
　
　

長
根
尾
郁
恵

米こ
め
が
ち
ば

搗
場
集
う
古
老
に
初
つ
ば
め　
　
　
　
　

大
乗　

大
城

余
生
い
ま
幸
せ
と
し
て
今
年
竹　
　
　
　
　

須
广
と
み
子

夏
め
く
や
杖
を
た
よ
り
の
散
歩
道　
　
　
　

藤
澤　

鶴
女

黒
揚
羽
ま
ひ
る
古
墳
の
木
立
か
な　
　
　
　

小
島　

史
子

遍
行
寺
雨
に
色
増
す
牡
丹
か
な　
　
　
　
　

新
澤　

和
子
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境さ
か
い

松
水
面
に
う
つ
し
青
田
か
な　
　

  　
　

森
下
い
わ
お

偕
老
を
味
わ
い
な
が
ら
新
茶
汲
む　
　
　
　

須
广
ひ
ろ
し

母
も
子
も
鉢
巻
ま
い
て
菖
蒲
の
湯　
　
　
　

裏
田　

弘
美

桐
の
花
落
ち
て
し
ず
か
や
父
母
の
墓　
　
　

北
谷　

芳
子

耳
欠
け
し
峠
の
地
蔵
ほ
と
と
ぎ
す　
　
　
　

坂
下　

草
風

朽
ち
欠
け
し
石
段
あ
ぶ
な
苔
の
花　
　
　
　

坂
下　

豊
子

薫
風
や
緑
に
座
り
て
庭
な
が
む　
　
　
　
　

土
田
エ
ミ
子

海
沿
ひ
に
代
搔
く
能
登
の
水
光
る　
　
　
　

土
田　

清
枝

は
ま
な
す
の
香
を
そ
ん
ぶ
ん
に
父
母
の
墓　

土
田
ま
つ
い

天
神
の
裏
径
占
め
て
松
落
葉　
　
　
　
　
　

鍋
岡
美
智
子

百
人
の
稚
児
行
列
や
若
葉
風　
　
　
　
　
　

藤
田　

君
枝

古
伊
万
里
に
む
く
げ
一
輪
妙
城
寺　
　
　
　

淵
端　

三
之

夏
芝
に
疲
れ
て
憩
ふ
吟
行
会　
　
　
　
　
　

細
川
ふ
じ
子

さ
み
だ
る
る
人
待
つ
こ
こ
ろ
あ
り
に
け
り　

吉
田　

外
江

年
寄
り
の
元
気
な
在
所
茄
子
の
苗　
　
　
　

深
美　

白
鳥

飛
魚
や
大
漁
船
に
添
う
て
来
る　
　
　
　
　

高
岩
み
つ
る

日
本
一
古
き
灯
台
風
薫
る　
　
　
　
　
　
　

堀　
　

綾
子

芍
薬
の
支
へ
に
し
た
り
母
の
杖　
　
　
　
　

池
田　

玲
子

能
登
富
士
の
水
を
満
し
て
青
田
か
な　
　
　

安
田
記
美
恵

新
緑
に
心
染
ま
り
て
戻
り
け
り　
　
　
　
　

前
川
美
代
子

「
文
芸
教
室
」
に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
紙
面
の

制
約
が
あ
り
ま
す
の
で
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
一

首
（
一
句
）
詩
に
つ
い
て
は
二
百
字
以
内
と
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。

■
宛
先
／
〒
９
２
５ 

-０
１
９
８　

志
賀
町
末
吉
千
古
１
番
地
１

　
　
　
　

志
賀
町
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課
広
報
担
当
ま
で

　
　

※
毎
月
７
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

◉
次
回
の
文
芸
教
室
増
刊
は
10
月
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の
作
品

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

文
芸
教
室

作
品
募
集

紫
陽
花
の
色
艶
や
か
に
濡
化
粧　
　
　
　
　
　
　
　

浅
子

赤
手
蟹
崖
の
穴
か
ら
顔
出
し
て
は
さ
み
振
り
あ
げ

子
ら
を
睨
み
ぬ　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
津
江

瀬
戸
内
の
六む

そ

じ
十
路
の
同と

も輩
の
訃し
ら
せ報

受
く

彼か
な
た方

向
か
い
て
両
の
手
合
わ
せ　
　
　
　
　

松
本
理
希
三

　

次
の
日
程
で
天
体
観
望
会
を
行
い
ま
す
。　

　

一
緒
に
観
望
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
日　

時　

７
月
17
日
㈯
〜
19
日
㈷

　
　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

　
　
　
　
　

※
雲
天
・
雨
天
時
は
中
止

○
場　

所　

志
賀
町
学
校
給
食
共
同
調
理
場
裏

の
広
場

○
内　

容

　
　

・
天
体
望
遠
鏡
に
よ
る
観
望

　
　

・
南
西
の
空
で
月
・
水
星
・

金
星
・
火
星
・
土
星
が
一

直
線
に
観
測
が
で
き
ま
す
。

○
留
意
点

　
　

・
自
家
用
車
は
角
力
場
側
に
駐
車
く
だ
さ
い
。

　
　

・
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
と
し
ま
す
。 

○
指　

導　

志
賀
星
の
会

○
お
問
い
合
わ
せ　

志
賀
星
の
会　

沢
田　

忠
夫

ま
で
☎
32-

１
０
８
５

天
体
観
望
会
の
お
知
ら
せ

天
体
観
望
会
の
お
知
ら
せ

新
し
い
日
々
の
た
め
に

田
中
テ
イ
コ

世
の
中
は
心
を
映
す
鏡
だ
と
思
う

政
治
の
ゴ
タ
ゴ
タ
も
然
り
、
い
ま
わ
し
い
親
子
殺
人
も
然
り
、

心
の
歪
み
、
物
欲
に
引
き
裂
か
れ
、
ひ
び
わ
れ
た
大
人
達
の
心

の
姿･･･

私
は
終
戦
一
カ
月
前
の
空
襲
で
戦
災
に
遭
い
、
家

も
失
い
山
の
中
に
逃
げ
こ
み
野
宿
を
４
日
も
し
た
私
の
乙
女
時

代
、
沢
山
の
人
た
ち
が
皆
蕗
畠
に
逃
げ
て
来
て
野
宿
し
た
。
Ｂ

29
が
32
機
も
来
た
の
で
あ
る
。
北
海
道
の
蕗
の
葉
は
大
き
い
も

の
で
、
一
米
も
あ
り
、
そ
れ
を
草
わ
ら
に
敷
い
て
寝
た
。
そ
の

時
ぜ
ん
ぜ
ん
見
ず
し
ら
ず
の
人
た
ち
が
女
学
生
だ
っ
た
私
、
着

の
身
着
の
ま
ま
着
る
も
の
も
な
く
一
人
で
寝
て
い
た
ら
笑
顔
で

「
こ
れ
食
べ
な
さ
い
」
と
お
に
ぎ
り
や
ら
豆
の
ゆ
で
た
の
や
ら

分
け
て
く
れ
、
涙
が
出
る
程
う
れ
し
く
感
謝
し
た
。
家
族
４
人

の
男
た
ち
は
全
員
出
征
し
、
家
に
は
母
一
人
畠
守
を
し
て
私
は

挺
身
隊
に
学
校
か
ら
行
か
さ
れ
、
駅
で
宿
を
と
り
家
に
は
帰
ら

ず
に
い
た
。
山
の
方
に
逃
げ
た
け
ど
母
の
事
が
心
配
で
心
配
で

寝
れ
た
も
ん
で
な
か
っ
た
。
生
き
た
心
地
も
せ
ず
探
し
ま
く
っ

た
け
ど
４
日
目
に
会
う
事
が
出
来
、
お
互
い
大
声
で
抱
き
合
っ

て
泣
い
た
。
今
は
81
才
の
高
齢
者
に
な
り
元
気
で
生
か
さ
れ
て

い
る
け
れ
ど
昔
は
少
し
の
食
糧
で
も
困
っ
た
人
に
分
け
合
う
と

い
う
や
さ
し
い
気
持
ち
の
日
本
人
が
い
て
亡
き
母
か
ら
は
我
慢

と
忍
耐
の
言
葉
を
た
た
き
込
ま
れ
、大
い
に
役
に
立
っ
た
。「
日

本
の
美
し
い
心
も
道
も
失
っ
た
時
に
は
国
は
滅
び
る
」
と
良
く

聞
く
が
政
治
の
事
は
う
と
い
乍
も
一
日
中
同
じ
事
を
繰
り
返
し

繰
り
返
し
聞
く
に
つ
け
、
だ
ん
だ
ん
不
快
感
を
感
じ
る
そ
れ
に

つ
け
て
も
わ
ず
か
な
品
を
顔
も
知
ら
な
い
人
が
笑
顔
で
分
け
て

く
れ
た
行
動
が
懐
か
し
い
。
苦
し
い
乍
な
が
ら

も
昔
は
あ
た
た
か
さ
が

あ
り
、
政
府
も
し
っ
か
り
自
分
の
事
ば
か
り
考
え
ず
に
国
が
滅

び
な
い
様
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
つ
く
づ
く
思
う
今
日
此
の
頃

で
あ
る
。


